
鈴鹿市長 末松則子 様     

 公開質問状（要望書） 

いつも政務ご苦労様です。 

１２月２３日にいただきましたご回答（鈴ス第１０３７号）等も踏まえて、以下のことを公開で

回答いただけるようお願いいたします。 

 

１、 市民や公園利用者に知らせず、サッカースタジアム計画を進めたことについて市長の謝罪

文書＆記者会見を求めます。 

２、 「公園利用者」や「市民」へのきちんとした説明と合意形成もなく、また森の公園「ため池」

利用者、周辺地域への環境面の影響などへの説明を疎かにしたスタジアム予定地の「樹林

皆伐」計画、「造成による樹林破壊」計画の全容について、市として明確に、すべて示してく

ださい。 

３、 運営業者の内紛について市長が「注視している」内容とそれへの認識を聞かせてください。 

４、 運営業者の現在の資金力、建設にかかる予算・事業計画、資金計画、運営の収益性、健全

性、持続性をしっかり把握し、スタジアム構想が地域環境にマッチする入念な配慮について

市として把握しているすべての詳細情報を「工事前に」必ず公表してください。 

５、 スタジアム建設事業費は 8 億円と言われていますが、最新のスタジアム造成計画をみると、 

２つのグランドとクラブハウスと小さな仮設トイレが描かれているだけです。Ｊリーグ基準

のスタジアムはＪ３でも観客用設備として３０００の固定席、すべての観客席を覆う屋根、ト

イレ、コンコース、飲食売店、競技用施設として、大型映像装置、照明など細かく決められ

ています。Ｊリーグの試合ができるスタジアムに完成させるには、これから、１００億円以上

の資金が必要です。(株)アンリミテッドだけで到底建設できると思えませんが、市として

の認識はどうでしょうか。 

６、 事業が行き詰まり経営破綻した場合、或いは貸与終了後の「（樹林皆伐・切り土・盛り土の）

原状回復」のリスクが市民にも議会にも全く明らかにされていません。その時、公費（市民

の税金）を使っての補填は全くありませんか。 

７、 「スタジアム」の波及効果、「地域活性化」の経済効果が謳われていますが、鈴鹿市の想定す

る具体的な効果をすべて箇条書きで示してください。 

８、 スタジアム基礎基盤造成によって湧き水・地下水脈の乱れや閉塞、気候変動に伴う線状降

水帯の大雨に遭遇した場合の生態系への取り返しのつかない影響、下流農業者への下水、

渇水等の被害の想定を明らかにしてください。 

 

以上を１月２１日必着で、文書で丁寧に回答してください。 

この質問状と回答はすべて公開されます。その回答への再質問も考えております。 
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《附帯文書》 市民の声 

１．市民や利用者に知らせず・・・ 
鈴鹿青少年の森の利用者として一言。怒りしかありません。秘密裏に計画を進めたのは、

反対されることが予測出来たからだと思います。謝罪と、計画の白紙撤回を約束して欲しい
と思います。 
 今回の事件は、知事が公共財の県の財産「青少年の森」を市長を介在させて、一特定業者
にタダ貸しして県に財産的損害を与えているのが本質です。県民としても許せません。 
 
２．自然破壊による弊害、問題を、鈴鹿市と鈴鹿市長にはもっと勉強して欲しいです。 
スタジアム建設予定地は、鈴鹿青少年の森の中でもいちばん自然が残っているところです。 
野鳥が多く、春にはウグイスがそこら中で鳴き、キビタキが飛びまわり、昨年はオオルリま
で立ち寄ってくれました。こんないい森を破壊したら、もう元に戻りません。 
 
８．地下水脈は破損する可能性が高いと思います。 
例１：四日市市の御池沼沢は昔ひとつの大きな池だったようですが、周辺の開発で陸地化が

始まり、現在は東部指定地と西部指定地に分かれています。何度も観察会に行ったところ
ですが、シラタマホシクサは絶滅寸前でした。 

 
例２：鈴鹿市の金生水沼沢も周辺の開発等で陸地化が始まり、シラタマホシクサは２０年以

上も前に絶滅しています。この湿地もフェンスで囲われる前から出入りしていたところ
ですが、観察会に参加したりして湿地の植物に興味を深め、東海丘陵要素植物の観察に出
歩きました。 

ところが三重県は湿地の保全などがいい加減で、貴重な植物を絶滅に追いやっていました。 
お隣の愛知県にはたくさんの湿地、湿原があり、私たちは見たい植物を求めて何度も遠いと
ころまで足を運びました。環境に対する考え方が根本的に違うのでしょうか？ 
 
その他、道伯、住吉、鈴鹿ハイツ対象・連合自治会長方との面談は、本来は鈴鹿市がやらな
ければならないことだと思いますが、市が詳しい説明をしていないとなるとこれは大問題
です。 
工事が始まってからでは遅いので急いだ方がいいのではと思います。 
（他、意見多数） 


